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3サイバー・レジリエンスに関するG7デジタル大臣による共同宣言

○ 令和4年5月10日から11日に、G7デジタル大臣会合が開催された（※）。

○ 「ともに更に強く（Stronger Together）」をテーマに、偽情報、違法・有害コンテンツ等に関するオンラインの安全性及び信頼性
のある自由なデータ流通（DFFT）など、デジタル経済に関する議題について大臣間で議論するとともに、ウクライナの現状につ
いて、サイバーレジリエンスに関する観点から議論が行われた。

○ 最終的に、「ウクライナに対するロシアの戦争への対応におけるデジタルインフラのサイバー・レジリエンスに関するG7デジタ
ル大臣共同宣言」及び「G7デジタル大臣会合宣言」が採択された。

※出席：G7構成国（日本からは牧島デジタル大臣、佐々木総務審議官等）、EU、ウクライナ（招待国）、OECD事務次長

（概要）

 ロシアのウクライナ侵攻に対する非難及びウクライナ大臣に対する情報交
換への感謝、戦時下のウクライナの通信ネットワーク機能の維持への賞賛

情報、通信及び電気通信インフラの強靱性の支援を優先しなければならな
いことを認識

既存のサイバーセキュリティ及び国家安全保障の枠組みに沿った協調的
なサイバー対応の強化へのコミットメント

 2022年3月24日のG7首脳声明に沿って、ウクライナがサイバーインシデン
トに対し、そのネットワークを守ることを支援する取組を継続することへのコ
ミットメント

「ウクライナに対するロシアの戦争への対応における
デジタルインフラのサイバー・レジリエンスに関するG7デジタル大臣による共同宣言」

（令和4年5月10日）


